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（成果情報名）細断型ロールベーラの作業性・経済性の検証とアンケート調査結果

[要約]細断型ロールベーラを用いたトウモロコシサイレージ調製について、導入モデ

ルを開発するため、作業性・経済性などについて従来方法と比較した。

従来体系に比べて総労働時間25～55%省力化が図られた。また、給与作業性と品質

に関するアンケート調査では、運搬・移動で意見は分かれたが、その他の作業性や品

質に関して高い評価であった。

（実施機関・部名）神奈川県畜産技術センター 企画経営部 連絡先 046-238-4056

[背景・ねらい]

細断型ロールベーラーを用いたトウモロコシサイレージ調製に係る経済性を従来方法と比

較することにより検証し、経営評価、低コスト化等、自給飼料を主体とした継続性のある

経営体にするための導入モデルを開発・シミュレーション研究して畜産経営の改善に資す

る。

[成果の内容・特徴]

1 地下式サイロ(従来型)と細断型ロールベーララップサイロ(自走型)との作業性の比較で

は、自走型は従来型に比べて総労働時間で25～55％省力化が図られた（表２）。

2 給与の作業性と品質に関するアンケート調査では、作業性で運搬・移動に関して意見の

バラツキがあったが、解体、給与、現状比較、省力化で評価が高く、品質においては採

食・嗜好性、色沢、香味、触感で評価が高かった（表３）。

[成果の活用面・留意点]

1 シミュレーションモデルの作成にあたり、機械稼働効率、飼料畑面積、生産規模をパ

ラメータとして検討していく。

2 本機械導入よる省力化と高品質化は確認できたが、初期費用及びランニングコストに見

合うかは不明である。



[具体的データ]

表１ 作業体系の比較

サイロ形式 作 業 体 系

従来型(地下式ｻｲﾛ) 収穫･細断 → 運搬 → 調製(踏圧・密封) → 保管

自走型(自走式ﾛｰﾙ) 収穫･細断･調製(ﾛｰﾙ･密封) → 運 搬 → 保管

定置型(定置色ﾛｰﾙ) 収穫･細断 → 運搬 → 調製(ﾛｰﾙ･密封) → 保管

表２ 作業性の比較

従来型 自走型 定置型

１条HB １条HB ２条HB １条HB

収穫面積(a) １５７ ４５ ５０ ２０(10a×2)

収穫量(t/10a) ４.６ ４.６ ３.８ ４５

ロール個数 ５８ ５８ ２７

作業時間(min/10a) ３０ ４５ ５３ ９２

作業人員 ３～６ ２ １ ４

総労働時間 (min/10a) １２０ ９０ ５３ ３６８※ ※※

※総労働時間＝作業時間×作業人員 ※※作業人数は４人で計算

表３ ロールの給与作業性と品質に関する評価

評 価 項 目 不満 普通 満足やや不満 やや満足

作 運 搬 ３ １ ４ － ４

解 体 － ２ １ ５ ５

業 給 与 － １ ４ ２ ４

現状比較 － － ５ ２ ３

性 省 力 化 － － ４ ３ ３

自家ｻｲﾛ比較 － － １ ２ ８

品 採食・嗜好性 － １ － ４ ５

色 沢 － － ３ ２ ６

質 香 味 － － ２ ４ ７

触 感 － １ ３ ４ ５
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